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あらまし：単文統合型作間学習支援システム「モンサクン」の試験的利用が進められている．今後利用し

ていただいた小学校と共同で，カリキュラム内での位置付けを行うことが今後の目標の一つとなってい

る．カリキュラムへの導入可能性を確かにするため，本研究では，識別指数に着目する．学習者の理解水

準に合った学習課題は，学習者の能力をより正確に測れるため，識別指数が高いとされている．そのため，

一般的に十分とされる水準以上の識別指数をモンサクンの学習課題が有していれば，それは学習者の水

準に合っていたと言え，これを根拠に，カリキュラムへの導入を前向きに検討できるようになると考えら

れる．そこで本研究では，学習ログを分析し，カリキュラムへの導入を支持するような結果を導き出すこ

とを目的とする．具体的には，各学習課題の識別指数が十分に高いこと，正答率との関連付けから，学習

課題が「適問」領域にあることを示し，識別指数に差が見られた理由を学習活動の観点から明らかにする． 
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1. はじめに 
初等教育における作間学習を実現した研究として，

単文統合型作間学習支援システム「モンサクン」に

関する研究がある(1)．2020 年に行われた実験では，

公立小学校の全学年でモンサクン和差を授業内で試

験的に利用し，運用可能であることを確認した．次

の目標の一つとして，初等教育の正規カリキュラム

への位置付けが挙げられる．この位置付けを行うた

めには，システムで出題する課題がテスト課題（成

績上位群と下位群を区別する課題）として妥当であ

ることを示す必要がある．そこで，本研究では，テ

スト課題としての妥当性を評価可能な識別指数に着

目した分析を実施した(2)．学習者の能力をより正確

に測れる課題は，識別指数が高いとされている．モ

ンサクンの学習課題が，一般的に十分とされる基準

以上の識別指数を有していれば，テスト課題として

妥当であると言える．そして，このことを根拠に，

カリキュラムへの導入を前向きに検討できるように

なる．本研究では，同一公立小学校の全学年全クラ

スで，1 回の和差で解ける文章題を扱った演習で得

られたログデータを分析対象とした．正答進行型に

合った方法で識別指数を算出することで，テスト課

題としての妥当性を明らかにする． 

2. 単文統合型作問学習支援システム 
図 1 にモンサクンの外観を示す．モンサクンでは，

与えられた単文を組み立てることで算数文章題の作

問学習を実施する形式となっている．そのため，グ

ラフィカルな組み立てが実現されたものになってい

る．さらに，この課題では，ただ単に単文を組み立

てるだけではなく，制約条件を満たすように組み立

てることが要求されるものとなっている．制約条件

は， (1)作成する問題の式・物語を指定している問題

制約と(2)作問に使用可能なカードを指定している

単文カードセット制約の 2 つに大別される．これら

の制約条件を満たすように問題を作成することが要

求される制約充足問題となっている． 
モンサクンでは，レベル 1，レベル 2，レベル 3 の

3 段階の難易度の問題がある．レベル 1 は順思考の

問題であり，関係式に沿ってカードを選択すること

で問題の組み立てが可能であり，比較的簡単な作問

となっている．レベル 2 は，関係式の？が左辺にあ

ることから，関係式と求値式となる逆思考の問題の

作問を求めるものであるが，これも関係式が与えら

れていることから，関係式を構成する数値に沿って

カードを選択することで，問題の組み立てが可能と

なる．レベル 3 では，関係式ではなく求値式が与え
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られ，その求値式で表された演算で答えを計算する

問題を作ることが求められる．具体的な作問課題に

おいては，関係式との混同を避けるために，求値式

の左辺のみ与え，“＝？”は省略している．このレベ

ル 3 には，逆演算と呼ばれる関係式の演算と求値式

の演算が異なる場合が含まれる．逆演算の場合，問

題の内容が示している演算と求値に使う演算が異な

ることになり，問題の構造と求値の構造を分離して

考えることが必須の作問課題となっている． 
 
3. 分析方法 
本研究では，同一公立小学校の全学年全クラス(計

21 クラス，635 名)で，1 回の和差で解ける文章題を

取り扱った 45 分の演習から得られたログデータを

分析対象とする．この実践では，適切な作問が行え

るまで繰り返し作問を行うことが求められる正答進

行型で学習が進められた．本論文が対象とする試験

的利用では，レベル 1 で 16 課題，レベル 2 で 12 課
題，レベル 3 で 20 課題の計 48 課題が出題された．

ログデータには，解答までにかかった時間や，カー

ドの操作回数，正誤判定回数などが記録されていた．  
この 3 種類のログデータから問題が適切なものかを

評価する識別指数を用いて分析を行った． 
識別指数 DI は，DI=(a－b)/n で計算されている．

この時，a は成績順位上位者(上位 25%)のうちその設

問で正答した人数，b は成績順位下位者（下位 25%）
のうち正答した人数，n は全体の 25%の人数である．

この DI が 0.25 以上となれば識別力が高い課題（適

問）とみなせる．さらに，識別指数と正解率の観点

から問題の特徴を調べる方法として，古典的テスト

理論分析を使用した．それに加え，ログデータの特

徴を調べるため，操作回数のばらつき(SD)をバブル

の大きさで表す(図 2 参照)．図 2 では，レベル 1 を
赤色，レベル 2 を青色，レベル 3 を緑色としている．

象限分割は文献(2)に倣っている．正解率の閾値は，平

成 31 年度(令和元年度)全国学力・学習状況調査学力

調査結果報告での小学校国語全国平均正解率 63.8%
を参考に 60%とし，第 1 象限にある学習課題は適問

とされる．なお，分析対象のデータは正答進行型で

ある．そのため，指定した正誤判定回数以内で正解

にしたものを正解として扱う．各作問課題の正誤判

定回数は識別指数が最大となる際のものを使用する． 
 
4. 分析結果 
識別指数と正解数の相関からの問題の分類を図っ

たところ，チュートリアルの問題は必ず正解になる

ように設計されているため領域Ⅱに分類された．そ

れ以外の問題は，識別指数 0.25 以上であり，かつ不

適切な振る舞いは見られなかった．よって，モンサ 
クンの学習課題は適問であったことが確認できた．

以上から，テスト課題としても適切であると言え，

よって，モンサクンのカリキュラム導入を支持する

結果が得られたと言える．なお，図 2 を見ると，識

別指数が大きいほどバブルが大きく，ばらつきが大

きくなっていることが確認できる．この点の追跡調

査を今後の課題とする．  
 
5. おわりに 
本研究では単文統合型作問学習支援システム「モ

ンサクン」のカリキュラムへの導入を支持するよう

な結果を導き出すことを目的とした．分析の結果，

モンサクン学習課題は適問であり，テスト課題とし

ても有用であることを裏付ける結果を得た． 
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図 1 モンサクンの外観 

 
図 2 識別指数と正答率に基づく学習課題のマ

ッピング 
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